
計
画
や
拠
点
化
に
向
け
た
事
業
な
ど
を

進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
市
債
残
高
は
高

い
水
準
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
保
県
単
位
化
で
の
保
険
料
の
対
応
と

 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
走
行
路
の
設
置

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

国
民
健
康
保
険
は
平
成
30
年
度
か

ら
都
道
府
県
単
位
化
さ
れ
、
保
険
料
に

つ
い
て
は
国
保
運
営
協
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
県
へ
の
納

付
金
な
ど
が
ど
う
な
ろ
う
と
も
加
入
者

の
生
活
状
況
を
考
慮
し
、
保
険
料
は
上

げ
な
い
と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　

保
険
料
負
担
が
ど
の
よ
う
に
な
る

か
現
段
階
で
は
見
通
せ
な
い
が
、
国
保

運
営
協
議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、
加
入

者
の
負
担
に
十
分
配
慮
し
検
討
す
る
。

 　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
走
行
路
の
社
会
実
験

の
検
証
結
果
で
は
、
専
用
走
行
路
設
置

の
見
通
し
は
開
け
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

利
用
者
・
市
民
の
皆
さ
ん
は
専
用
走
行

路
に
７
億
円
を
掛
け
て
ま
で
、
新
潟
駅

―
古
町
間
で
今
以
上
の
速
達
性
・
定
時

性
を
望
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

平成28年11月に実施した路上バス停（島
式ホーム）設置に係る社会実験

　
　

基
本
的
に
現
在
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
か
な

り
速
達
性
、
定
時
性
が
前
進
し
た
。
そ

の
上
で
、
セ
ン
タ
ー
レ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な

ど
も
聞
い
て
い
き
た
い
。

育
勅
語
を
朗
読
し
な
い
こ
と
、
学
校
教

育
に
お
い
て
使
わ
な
い
」
と
し
て
き
た

が
、
安
倍
政
権
下
で
の
「
教
材
と
し
て

用
い
る
こ
と
ま
で
は
否
定
さ
れ
な
い
」

と
の
答
弁
は
公
教
育
へ
の
持
ち
込
み
を

可
能
と
す
る
重
大
な
問
題
で
は
。

　
　

日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
中
で
教
育
勅

語
の
歴
史
的
背
景
や
内
容
を
児
童
・
生

徒
が
学
ぶ
こ
と
は
大
切
だ
が
、
道
徳
の

教
材
な
ど
で
用
い
た
り
、
暗
唱
し
た
り

す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。

（
教
育
長
）

 　
　

健
康
被
害
よ
り
産
業
保
護
を
優
先

さ
せ
て
き
た
日
本
で
は
、
子
ど
も
が
家

庭
で
親
が
吸
う
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ

れ
る
な
ど
、
社
会
的
弱
者
ほ
ど
受
動
喫

煙
の
被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
う
深
刻

な
実
態
が
あ
る
が
、
受
動
喫
煙
の
影
響

に
つ
い
て
本
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
は
、

科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
全

て
の
市
民
を
健
康
被
害
か
ら
守
る
こ
と

は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

軽
度
認
知
障
が
い
へ
の
取
り
組
み
と

 

ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
の
充
実

山
田　

洋
子

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

団
塊
の
世
代
が
全
員
75
歳
以
上
に

な
る
平
成
37
年
に
は
高
齢
化
率
が
31
・

５
％
で
、
認
知
症
予
防
が
重
要
に
な
る
。

鳥
取
県
琴
浦
町
で
は
軽
度
認
知
障
が
い

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
に
取
り
組
み
、
平
成
16
年

か
ら
10
年
間
で
要
介
護
認
定
者
が
約

１
・
６
％
減
っ
た
。
本
市
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

加
え
、
健
診
の
受
診
率
向
上
な
ど
、
健

康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み
を
取

り
混
ぜ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
な
周
知
な
ど
に
努
め
る
。

 　
　

河
田
珪
子
さ
ん
が
始
め
た
「
ま
ご

る
と
と
も
に
、
他
都
市
の
状
況
を
参
考

に
、
公
費
助
成
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

国
家
戦
略
特
区
制
度
の
活
用
と

 

移
住
・
定
住
促
進
へ
の
支
援

水
澤　

仁

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

５
月
22
日
の
国
家
戦
略
特
区
諮
問

会
議
に
お
い
て
、
空
き
家
な
ど
に
旅
行

者
を
有
料
で
泊
め
る
民
泊
に
関
す
る
本

市
の
事
業
計
画
な
ど
が
認
定
さ
れ
た
。

今
後
も
交
流
人
口
拡
大
・
定
住
促
進
の

た
め
、
特
区
制
度
を
活
用
し
た
規
制
緩

和
を
幅
広
く
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
特
性
に
あ
っ
た
規
制
緩
和

メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
交

流
人
口
の
拡
大
や
移
住
・
定
住
の
促
進

に
つ
な
げ
て
い
く
。

 　
　

本
市
で
は
移
住
・
定
住
促
進
に
向

け
西
蒲
区
越
前
浜
地
区
を
移
住
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
し
移
住
者
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
現
在
約
60
世
帯
が
県
内

外
か
ら
移
住
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
さ
ら
な

る
支
援
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

今
年
度
、
新
た
に
移
住
モ
デ
ル
地

区
へ
の
移
住
者
を
対
象
に
引
越
費
用
や

家
賃
支
援
な
ど
を
行
う
。
今
後
は
施
策

の
効
果
を
注
視
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

支
援
策
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

新
規
工
業
用
地
の
確
保
と

 

移
住
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

平
松　

洋
一

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

新
潟
経
済
発
展
の
た
め
に
新
規
工

業
用
地
は
必
要
だ
が
、
企
業
要
望
に
応

え
ら
れ
、
低
コ
ス
ト
で
速
や
か
に
売
れ

る
場
所
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
国
際

港
新
潟
東
港
に
近
く
、
国
道
７
号
バ
イ

パ
ス
や
高
速
道
路
と
の
結
節
点
が
あ
り
、

水
と
土
の
芸
術
祭
の
残
骸
へ
の
対
応
と

 
教
員
の
多
忙
化

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

 　
　

水
と
土
の
芸
術
祭
２
０
１
５
の
終

了
後
に
鳥
屋
野
潟
の
中
州
に
電
飾
コ
ー

ド
や
電
球
な
ど
の
展
示
物
の
残
骸
が
放

置
さ
れ
、
こ
れ
を
発
見
し
た
市
民
へ
の

市
の
対
応
が
た
ら
い
回
し
で
あ
っ
た
。

「
水
と
土
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
そ
れ
が

象
徴
す
る
自
然
環
境
や
生
態
系
へ
の
配

慮
を
欠
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

県
が
指
摘
を
受
け
撤
去
し
た
後
、

本
市
が
残
置
物
の
撤
去
と
再
点
検
を

行
っ
た
。
指
導
や
履
行
確
認
方
法
に
つ

い
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

 　
　

教
員
が
放
課
後
も
部
活
動
や
報
告

書
の
作
成
な
ど
、
多
忙
を
極
め
て
い
る

こ
と
を
教
育
現
場
の
深
刻
な
実
態
と
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
教
員
の
残
業

時
間
、
休
日
出
勤
な
ど
、
過
重
労
働
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

小
学
校
で
は
平
日
の
勤
務
時
間
が
、

中
学
校
で
は
部
活
動
で
の
休
日
の
残
業

時
間
が
長
い
。中
学
校
の
部
活
動
は「
部

活
動
在
り
方
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、

多
忙
化
の
解
消
に
向
け
取
り
組
む
。（
教

育
長
）

教
育
勅
語
を
現
代
社
会
で
通
用
さ
せ
る
な
と

 

受
動
喫
煙
防
止
対
策
強
化
を

平　

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

歴
代
内
閣
は
国
会
決
議
に
よ
り「
教

こ
ろ
ヘ
ル
プ
」
は
、
高
齢
者
や
出
産
直

後
の
方
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
助
け
合
い
の

組
織
で
あ
る
。
こ
の
活
動
が
さ
ら
に
広

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
な
ど
の
団
体
が

提
供
す
る
生
活
支
援
は
大
切
な
社
会
資

源
で
あ
る
た
め
、
そ
の
活
動
が
広
が
る

よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
む
。

●まごころヘルプ
　会員相互の助け合
いとして、高齢者に
限らず、障がいのあ
る人や子育て家庭な
ど手助けが必要な人
に対し、有償で必要
な時に必要な内容が
利用できる仕組み。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
学
習
支
援
と

　

新
生
児
聴
覚
検
査
の
公
費
助
成

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

 　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
中
に
は
ダ
ブ

ル
・
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
で
深
夜
の
帰
宅

や
休
み
も
少
な
い
中
で
頑
張
り
続
け
、

子
ど
も
に
関
わ
る
時
間
が
な
い
時
間
貧

困
と
も
言
わ
れ
る
家
庭
が
あ
る
。
子
ど

も
の
貧
困
の
連
鎖
を
止
め
る
た
め
に
も
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
学
習
支
援
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
実
施
す
る
子
ど
も
の
貧
困
に

関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
や
、
先
行
し

て
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
例
を
参
考

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
と
し
た
子

ど
も
の
学
習
支
援
の
検
討
も
行
う
。

 　
　

新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
は
若
い

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と

な
り
、
経
済
的
理
由
で
検
査
を
受
け
な

い
場
合
も
あ
る
。
新
生
児
聴
覚
検
査
の

公
費
助
成
を
実
施
し
、
受
診
率
の
向
上

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
年
度
、
全
て
の
新
生
児
の
受
診

状
況
を
調
査
す
る
中
で
現
状
を
把
握
す

Ｊ
Ｒ
輸
送
も
考
え
ら
れ
る
北
区
が
工
業

用
地
と
し
て
最
適
で
は
な
い
か
。

　
　

地
理
的
条
件
に
加
え
、
企
業
ニ
ー

ズ
や
計
画
の
確
実
性
、
地
元
の
意
向
な

ど
市
の
判
断
基
準
も
示
し
な
が
ら
、
新

た
な
工
業
用
地
確
保
に
向
け
取
り
組
む
。

 　
　

北
区
南
浜
地
区
の
島
見
町
は
海
水

浴
場
や
海
辺
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
る
。

ま
た
耕
作
放
棄
地
が
多
く
、
畑
を
借
り

て
仕
事
と
し
て
の
農
業
な
ど
も
可
能
で

あ
る
た
め
、
島
見
町
を
移
住
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

地
区
の
特
性
や
活
力
を
生
か
し
、

地
域
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
た
移
住
・

定
住
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
移

住
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
も
見
据
え
た
支

援
を
進
め
て
い
く
。

持
続
可
能
な
ま
ち
と
市
債
残
高

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
よ
く

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
と
話
し
て
い
る
が
、
何
回
も
聞
く
と

ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
描
く
の
か
想
像
で

き
な
く
な
っ
た
。
市
長
は
ど
の
よ
う
な

ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

将
来
の
世
代
に
過
度
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
な
く
、
ま
ち
の
活
力
や
市
民

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
続
け
ら
れ
る
こ

と
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
考
え
る
。

 　
　

平
成
28
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込

み
額
は
一
般
会
計
で
５
７
２
４
億
円
、

下
水
道
事
業
会
計
で
３
２
８
５
億
円
、

水
道
事
業
会
計
で
４
４
６
億
円
、
病
院

事
業
会
計
で
２
４
５
億
円
、
特
別
会
計

で
１
０
７
億
円
、
合
計
９
８
０
７
億
円

で
あ
る
。
本
市
の
経
済
力
か
ら
見
た
市

債
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
　

市
税
収
入
や
人
口
が
同
規
模
の
他

の
政
令
市
と
比
較
す
る
と
、
合
併
建
設

６
月
定
例
会　
　

一
般
質
問
の
要
旨

▼  
一
般
質
問
者
は
26
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
、
全
て
市
長
答
弁
で
す
。
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